
「自分がなりたい『先生像』は？」       センター員 山内 清郎 

 教職支援センターだより

「大谷教師塾」は本学

ホームページにも掲載を

予定しております。 
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  教職を目指す学生は，２年生から本格的な準備を進めるようにしてください。もちろん授業を大切に。教

育現場にボランティアなどで学ぶことも大切。それに加えて，教職支援センターの活用も大事だね。 

教員養成ナビゲーター       

発行日 2010.12.7 第92号 大谷大学教職支援センター 

 大 谷 教 師 塾      

 とある高校の先生からこんな話を聞いたこと

があります。４月に学級開きがあってから数

日，今年のクラスはどういうクラスになってい

くだろうかと考えて過ごしていたそうです。そ

うこうして２週間ほど経ち，気づいてみると，

まだ誰一人として欠席や遅刻がない。そこで

ホームルームの時間に「どうや，このクラスの

目標を無遅刻無欠席にしてみようやないか」と

提案したところ，生徒たちもまんざらでもない

様子。せっかくだから一度チャレンジしてみる

か，ということになった。目標が決まっての当

初は，クラスにもよい刺激になっているよう

だった。ところが，無遅刻無欠席のまま，ひと

月が経ち…となり，当初のピリッとした空気が

徐々に変質してきたように感じられ，何とも言

えない疲れた空気が漂うようになってきたとい

うことでした。 
 そんな時，とうとう生徒の一人が，クラブ活

動での骨折のため午前中の授業を欠席した。こ

の話をしてくれた先生は，その時のクラスの様

子を「張りつめていた緊張の糸が切れて，誰と

いうことなく，クラス全体がホッと安堵のため

息をついていたようだった」と語ってくれまし

た。また，それから時を経ていよいよ年度末も

近づき，このクラスでの一年を振り返る時期に

なったとき，生徒たちには，年度当初のこの

「無遅刻無欠席の（栄光の？）51日間」につい

て口々に「最初は，何となく誇らしい気持ちに

もなったけれど，最後の方は，誰か遅刻してく

れ，誰か欠席してくれって願ってたし」「今や

から正直言うけれど，記録が伸びていけば伸び

ていくほど，どんどんしんどくなっていった

わ」と先生に（力なく？）苦笑しながら漏らし

たそうです。 
 師走も近づき，この一年を振り返る時期に

なってきました。みなさんは教職を目指す中

で，この一年，どういったことにチャレンジ

してきたでしょう。教育実習では，何よりも

指導案を作成しての授業が苦労とともに深く

印象に残っているかもしれません。学生ボラ

ンティアや学校インターンシップでは，子ど

■ みなさんに伝えたいことは山ほどあります （３）   
                               教職アドバイザー  細谷 僚一・西寺 正 
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英語ノートを知っています

か？ 
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たちとの触れ合い方に随分と悩んだりもしたの

ではないでしょうか。そうした経験を積み重ね

る中で，自分がなりたい「先生像」というもの

が徐々に形作られていっていることと思いま

す。学習指導をきっちりとできる先生，ルール

を守ることや社会性について厳しさをもってい

る先生，あるいは，子どもの気持ちにしっかり

と寄り添える先生，等々。 
 冒頭で述べた高校の先生のお話から，わたし

は一度みなさんに次のようなことを考えてみて

ほしいと思っています。一方で，無遅刻無欠席

という目標を立て，生活面での指導をきっちり

としようという先生の姿，他方で，だからと

いって，無遅刻無欠席の記録が続いているので

よし，とするのではなく，そこに漂っている倦

怠感（？）を，敏感にセンサーを働かせて感じ

とっている先生の姿。何よりも，学年末に，生

徒たちが口々に愚痴（？）を言うのを許すよう

な，生徒に開かれた寛容的な雰囲気をもってお

られたということ。勉強を楽しく教えてくれる

「だけ」の先生も，厳しい「だけ」の先生も，

やさしい「だけ」の先生も，話をよく聞いてく

れる「だけ」の先生も，もしかすると子どもた

ちにとっては，どこか物足りない先生なのかも

しれません。先生の仕事は多面的です。それは

単に，学習指導も進路指導も生徒指導も生活指

導も，といった意味での多面性だけではなく，

状況に応じて，時機に応じて，子どもたちとの

関わりの中で，例えば，厳しさが前面に出てい

るときでも，その背後に，やさしさも寛容さも

同時に脈打っているというような意味での多面

性でもあるのです。

こうした子どもたち

への関わり方の振れ

幅を，十分に自覚的

にもてること，これ

もまた，先生として

のあり方に深みを与

えてくれることの一

つであるように思え

るのです。 



私は，インターンシップを行うに当たって二つの目

的がありました。それは，「現場の様子や雰囲気を肌で

感じること」と「授業を行う側の視点でものを見る」という

ことです。 

実際，現場で働かれている教員の方々の授業の様

子や，その他の業務等を見させていただいたり，体験

させてもらえたりした中で，教育現場の雰囲気というも

のはつかんだつもりですが，そこに馴染むには一週間

では短すぎるというのが正直なところでした。少なくと

も，一ヵ月程度はかかるのではないかというのが私の感

想です。 

授業の面においては，様々な科目を見聞きさせて

いただきました。各教科異なった独自性が見られまし

た。私は国語科教員を志望しており，国語の授業を特

に気を付けて見ました。この学校での国語の授業の具

体的な内容としては，5分間の漢字テスト・CDによる通

読・授業の感想文・リレー小説等を行っておられ，授業

の中に生徒の活動を多く取り入れられている場面を見

ることができました。さらに英語科の授業では，各教室

に設置してあるPC接続可能なTVを用いて，リスニング

を主にした授業を展開されていました。ただ単に，教員

が知識を教え込むのではなく，生徒自身がどれだけ授

業の中で活動できるかが肝心だということがよく分かり

ました。 

さて，授業ばかり見ていたわけではありません。中学

校生活では注目すべきポイントである，部活動やホー

ムルーム等も見せていただきました。 

私は，中・高の経験を生かして，ソフトテニス部を担当

したのですが，部員全員が女子であることや一人一人

の能力が異なることに，若干戸惑いを覚えました。顧問

には，「もっと踏み込んでもいい」と忠告されたり，生徒か

らは，「もっと何か言ってよ」と言われたりしました。私とし

ては「こんなところで負けてたまるか」という気持ちで何と

かやりきりました。しかし，指導というよりは，部活動に参

加したと言った方が合っているかもしれません。 

次に，ホームルームです。終学活には毎日出せして

いただきました。最終日だけは，朝のホームルームに行

くことになりました。担任の先生に「訓話を何か話してく

れ」といわれました。驚きと嬉しさが半々でしたが，焦りま

した。あらゆることに臨機応変に対応するのが教員の仕

事でもあることは承知していましたが，あの時ばかりは本

当にどうしようかと思いました。結局，最終日だったので

別れの挨拶でしめることになりました。 

 今回のインターンシップにおいて，教職に対する熱

意や理解がとても深まりました。何と言っても，実際現場

に直接行ける機会というのは貴重なもので，これも，学

校側からの受け入れが無け

れば成しえないものです。研

修は終わってしまいました

が，今後，図書ボランティアと

して，この中学校と関わって

いくことができるので，より教

師としての力量をつけていき

たいと思っています。   

 ■  生徒との距離感をつかむことのむずかしさを知った５日間 

                          － インターンシップを終えて  －       
                                  文学科 第３学年 井関 翔太  
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 大 谷 教 師 塾          

■ 目的： 

① 教育現場の様子を肌

で感じ取る。 

②教師の視点で物事を

見る。 

■ 教師として大切なこ

と： 

① 知識を教え込むので

はなく，生徒自身の活動

の場をつくる。 

②あらゆる場面で臨機応

変に対応する力をもつ。 

 

継続して 

図書ボランティ

アとして生徒と 

かかわる 

■ 教師になるために「自分流の参考書」をつくろう！ 
                            ～ 充実した学校ボランティア活動をめざして ～ 
                                         教育・心理学科 第１学年  稲葉真希人 

私は６月から京都市立紫野小学校で学校ボラン

ティアをしています。１年生のうちから実際の学校

現場に出て，子どもと関わってみたいと思ったこと

が，ボランティアを始めたきっかけです。 
 週に１～３日のペースでボランティアに行かせて

もらっています。主に３年生のクラスに学習アシス

タントとして入ったり，クラスにいる特別に支援の

いる子どものサポートをしたりすることが私の仕事

です。ボランティア初日は，「何をするのだろう

か」「自分にはできるのだろうか」という不安もあ

りましたが，そのような不安はボランティア初日に

なくなりました。それは，紫野小学校の先生方や子

どもたちが温かく受け入れて

くれたからです。 
 教育ボランティアを通して

私は本当にたくさんの「気づ

き」や「学び」を得ることが

できています。その中でも特

に「教育ボランティアをして

よかった」と思うことを二つ

紹介したいと思います。      
まず一つ目は，ボランティア体験が「自分自身

を見つめ直すきっかけ」になっているということ

です。「自分は本当に教師に向いているのか」

「どうして教師になりたいのか」を改めて考えさ

せられる場になっています。ボランティアという

立場であっても，子どもたちから見れば学校にい

る自分より年上な人はみんな「先生」です。実際

に子どもに「先生」と呼ばれてみて，「先生とし

てみられている自分」というものを意識するよう

になりました。先生と言われることは嬉しいです

が，それだけ責任ある目を持たなければなりませ

ん。私の四年間での目標は，責任ある目（教師目

線）で子どもを見る目になることです。そのため

にはボランティアをしながら，大学の授業で学ぶ

こともより確かなものにしていこうと思っていま

す。 
 二つ目は，子どもとともに自分自身も成長でき

ているということです。ボランティアでは，子ど

もに教えること以上に，子どもから教えられるこ

との方が多いと感じています。 

責任ある目    

（教師の目） 
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大谷大学教職支援センター 

■ これからの予定                                                                

● 教員希望者対象「卒業生の実践報告会」  
                                                            ー 先輩からのアドバイス ー   

➠ 日時：2010年12月8日（水） 18:00～19:30 

➠ 場所：５号館 ５２０３教室 

➠ 対象学年：教職を目指す全学年 ※スーツ着用 

 ■ 私の夢は教師になること。絶対！ 
                   ー 充実の５日間・インターンシップ体験 ー 

                                 国際文化学科 第３学年 保杉 香奈 

 私は９月13日から17日までの5日間，

教職のインターンシップで衣笠中学校に

行かせていただきました。このインター

ンシップは，教育実習への準備段階のひ

とつです。また，今行かせていただいて

いるボランティアで学んだことを十分に

発揮したいという目標をもって取り組み

ました。５日間という期間は本当に短い

ので１日も無駄にしたくない，学べる事

は全部学んで帰りたいという気持ちでいっぱいでした。 
 この５日間，全学年の英語の授業に入らせていただきまし

た。このように3学年を同時に見ることは初めてだったため，学

年ごとの学習内容を比較することの出来るよい機会になりまし

た。また，教頭先生に「他教科の授業からも学ぶことも多いの

で，英語以外の授業を見学してもよい」と言っていただいたの

で，多くの授業を見せていただきました。どの先生方も生徒の

興味を引くようなユーモア溢れる授業をされていました。 
 この5日間，沢山のことを学ばせていただき貴重な体験をする

ことが出来ました。そして短い期間の中に多くの生徒と先生と

の出会いがありました。感受性が豊かで傷つきやすく，心も体

も大きく成長している生徒との出会いがありました。生徒の人

生のほんの一部分にすぎませんが，そのような大事な時期に関

われることが出来て本当に嬉しかったです。授業，部活動，

合唱コンクールの練習，休み時間，さまざまな面から感動や

勇気，楽しさを貰いました。先生との出会いで最も心に残っ

たことは，部活動の顧問の先生の励ましや生徒に向かう姿勢

でした。部活終了後のミーティングで，キャプテンの責任の

重さやキャプテンを支える部員の在り方について，自分の経

験を踏まえながら，生徒の心に響くお話をされました。特に

「あなたたちに出会ったことは私の財産や」という言葉に先

生の熱い思いが生徒に伝わり，全員感涙していました。私は

中学校・高等学校とソフトボール部に所属していたことも

あって，その時代の様々な思い出が湧き上がり，私の心も大

きく揺すぶられ，思わず涙がでました。 

 また，多くの先生から，教師の大変さや厳しさ難しさも教

わりました。それ以上に教師の素晴らしさを実際に見せ付け

られもしました。優しくもあり厳しくもあり，どの生徒に対

しても熱い情熱をもって生徒に深い愛情を注がれている姿を

見て，「私も絶対に教師になりたい」そう強く感じさせられ

る５日間となりました。 

 いつの日か教師になって，このインターンシップでの出会

いや経験から学んだ様々な力を発揮したいと考えています。  

京都府教員採用選考試験説明会 （2010.11.4） 

宇治市立笠取小学校 
「ふるさと文化のつどい」に2年生の有志が参加 

トーンチャイムを使って演奏。小学生にトーンチャ

イムの体験もしてもらいました。（2010.11.13） 

 選手宣誓！ 

チーム西野 
（ソーラン節） 

特別賞受賞 

学科主任賞 

（実行委員） 

■ 教育・心理学科 運動会の様子（2010.10.23） 

チーム対抗リレー 

■ 大谷幼稚園での餅つき（2010.12.3） 

 みんなで 

よいしょー！ 

がんばって 

丸めましょう。 

きな粉もちが 

できました。 



教員養成ナビゲーター            

■知っておきたい教育用語    「 Ｐ Ｔ Ａ 」  

                         Parent   Teacher Association  （細谷）                   
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■ 読書案内          教育・心理学科 第２学年  谷澤 祐一 

  「教えるということ」  
                          大村 はま 著   共文社          

―私は，自分の幸福感の中に浸ってばかりいないで，き

ちっと立ち上がって自分の本職は何かという目で，温か

いけれども非常にきびしい目で，子どもたち見ることが

できなければならないと思います。―大村はま 
 「教師」とはどういう職業なのでしょうか。それを目

指すために，ボランティアへ行ったり，研究したりしま

す。その途中で自分の非力さや，迷いが生まれることで

しょう。そこで一度立ち止まり，歩き出すために「教

師」という職業について考えてみてもいいかもしれませ

ん。「教師になる」という絶対的信念がある方は，自分

の背中を押すためにもいいでしょう。 
この本では大村はまの「教師」としての魂や，考え方が

伝わってくるものです。大村はまと聞くと「国語」とい

うイメージが強いですが，教科を越えて「教師」という

仕事そのものを考えさせてくれる本です。一つ一つの力

のある言葉から，大村はまの考える「教師」の姿が伝

わってくるでしょう。職業としての教師としての魅力，

困難さ，厳しさ，そしてそれらに打ち勝つ勇気を与えてくれます。 
教師としての真の愛情とは，技術とは，仕事の成果とは…。 
この本は教師を目指す人に是非読んでもらいたい一冊ですが，そうでない人が読んで

もとてもおもしろい，価値のある一冊だと思います。 

 日本のほとんどの学校にはPTA組織がつくられている。本来，名称どおりにとらえれば，

保護者と教師が構成する組織である。現状は，保護者の活動が中心になり，学校の校長や教

頭などが協力を呼びかけたり助言したりしている。教諭は時間的な制約もあって，あまり参

画できないのが現状である。主たる活動は以下のとおりである。 

 

① 学校教育活動への組織的な支援や参加 

② 家庭・地域における子どもの健全育成 

③ 今日的な教育課題についての研修活動 

④ 会員相互の交流と親睦 

 

 PTA活動はその地域によって様々な活動

形態がみられる。毎年役員のなり手がな

いことに困っている組織もあれば，学校

の財政的な支援を中心に展開している組

織もある。また，今日的課題を踏まえ，

学校と地域との連携協力を進め，学校支

援ボランティア活動の推進や学校運営協

議会などを巻き込んだ学校運営への積極

的な参画という動きもみられる。今後の

PTAのあり方については注目していく必要

がある 

 

  英語ノートを 

 知っていますか？ 

 『英語』を原則として取り扱いま

す。写真は文科省が配布している

「英語ノート」です。内容は英語を

基本としながらもアジアやヨーロッ

パの言語（あいさつ程度）も紹介さ

れています。 

 外国語活動の目標は，「言語や

文化について体験的に理解を深

め，積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成を図り，外

国語の音声や基本的な表現に慣

れ親しませながら，コミュニケーショ

ン能力の素地を養うこと」としていま

すがこの「英語ノート」では様々な

言語活動を提案しています。 

 英語ノート①や②に準拠したCD

などは京都市教育委員会などのご

協力で教職支援センターに集まり

ました。英語ノートに準拠した教材

（絵カード）など，外国語活動に関

する情報を文科省のホームページ

や研究発表会などを通じ，今後，

共に勉強していきましょう。             

（西寺） 

一般的な一般的な ＰＴＡ組織ＰＴＡ組織

学年委員学年委員

１年学年委員１年学年委員

２年学年委員２年学年委員

３年学年委員３年学年委員

学学 校校

校校 長長
教教 頭頭

教教 務務

運運 営営 委委 員員

常置委員常置委員
保健体育委員保健体育委員
校外補導委員校外補導委員

広報委員広報委員

１年学年委員長１年学年委員長

２年学年委員長２年学年委員長
３年学年委員長３年学年委員長

役員選挙管理委員会役員選挙管理委員会

保健体育委員長保健体育委員長
校外補導委員長校外補導委員長
広報委員長広報委員長

本部役員本部役員
会会 長長
副会長副会長

会会 計計
庶庶 務務

親まなび委員親まなび委員

   平成20年3月の小学校学習指導要

領の告示によって今，小学校５･６年

では,『外国語活動』（年間３５時間）が

導入されています。 

― 

中学校の例 


